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< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
仲間（peer）とは，一般に，同年齢の対等な関係をもつ他児と定義される。仲間は，親と
同様に，子どもの社会性の発達に影響を与える「社会化のエイジェント」として重要な役割
を担う。とりわけ，児童期・青年期以降においては，その重要性が増すことが指摘されてい
る。一方，児童期・青年期では，仲間集団の閉鎖性が高まる傾向がある。凝集性のある仲間
集団は，子どもの自己認識の形成や社会的慣習の獲得などにとって必要である。しかし，集
団の閉鎖性が高くなりすぎるといじめなどの問題を引き起こし，子どもの発達に否定的影響
を及ぼすことになる。そのような観点から，本研究は，５つの実証的研究を通して，児童期・
青年期の「仲間関係の排他性」に影響を与える要因を明らかにすることを目的とした。 
 本研究は，大きく次の２点において評価される。第１に，独立変数として個人内要因と個
人間要因を同時に考慮したモデルを提案し，検証した点である。従来，児童期・青年期にお
ける仲間関係の排他性に関する研究は，もっぱら児童・生徒の心的特性（個人内要因）ある
いは児童・生徒の所属する集団の特徴（個人間要因）のどちらかを独立変数として取り上げ，
その影響力を明らかにしようとするものが多かった。しかし，本研究では個人内要因として
「対人受容性」，個人間要因として「仲間集団の閉鎖性」を同時に取り上げ，その両要因が
「仲間関係の排他性」に及ぼす影響を発達的に検討した。第２に，独立変数である「対人受
容性」に影響を与える要因として，「他者との関わり経験」と「興味・関心の広さ」の影響
を明らかにした点である。これは，単に独立変数に影響を与える要因の記述を超えて，今後
の仲間関係の支援に関する方法論を提案したものとして評価できる。 
 しかし，残された問題もある。すなわち，児童期から青年前期にかけて，従属変数である
「仲間関係の排他性」が増加するにもかかわらず，独立変数である「対人受容性」と「仲間
集団の閉鎖性」の寄与率があまり変化しないという点についての解明である。この傾向は複
数の研究を通して確認された頑健な結果であることも踏まえさらに詳細な検討が求められ
る。なお，この点については，本研究のような記述的研究ではなく，今後の介入的研究の成
果を踏まえて検討されるべき課題だとも言える。 
 以上の問題点を持ちながらも，本研究は，発達心理学の分野に，児童期・青年期の仲間関
係の発達と排他性の形成に関する知見を付け加えるとともに，仲間関係の支援の方向性を新
たに提案したものと評価できる。 
よって，本論文は博士（教育学）の学位論文として合格と認める。 
